
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

国土交通省関東地方整備局

関東地整における防災・減災の取組



【関東地方整備局の最近の主な取り組み】

１．「統括防災官」等の防災組織、「河川部水災害対策
センター」の設置

２．避難行動のきっかけとなる河川情報の収集・提供

→川の防災情報、水害リスクライン、危機管理型水位計、
簡易型河川監視カメラ

３．適切な避難判断を促すための平時の備え

→ハザードマップ、浸水シミュレーション、マイ・タイムライン

本日の説明内容



「統括防災官」等の防災組織の設置
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組織体制

水災害予報センター

水災害対策センター

「河川部水災害対策センター」の設置

・洪水予警報、川の防災情報の提供
・水位情報、水害リスクラインの提供
・危機管理型水位計の設置、普及促進
・簡易型河川監視カメラの設置 等

・ハザードマップ、洪水浸水想定作成
支援

・マイタイムライン作成支援 等



パソコンから http://www.river.go.jp/ スマートフォンから https://www.river.go.jp/s/

ＰＣ版 スマホ版

川の画像

川の水位

浸水想定区域図

雨域（レーダ雨量）

○国土交通省では、国・都県が管理する河川の水位情報、レーダー雨量情報、監視カメラ画
像等、「川の防災情報」で提供
○平成２８年４月からは、パソコン利用者向けに加えスマートフォンからも利用できるよう改良
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国土交通省「川の防災情報」の改良



GPSボタンをワンクリック
で地図上に現在地表示

現在地周辺のライブカメラ
映像等の情報も入手可能

現在地表示
（GPS利用）

○ＧＰＳ機能を利用すると、現在地の周辺の河川情報がスピーディに入手可能
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スマホ版「川の防災情報」
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平成30年6月1日、「川の防災情報英語版」を公開しました。

○ 外国人旅行客の利用を想定してスマホ版の英語版を作成（ＰＣでも閲覧可能）
○ 河川横断図は、国土地理院の標高データを活用して、堤内地も表示
○ 水位は、堤防天端高をゼロ点として表示
○ 浸水想定区域図は、Ｌ２を表示（現状の日本語版はＬ１）

河川横断図 河川カメラ現況 浸水想定区域図（Ｌ２） ＸＲＡＩＮ

URL. https://www.river.go.jp/e/

「川の防災情報 英語版を公開」



○ 国土交通省では、上流から下流まで連続して洪水危険度を把握することが可能な技術によって、水位の実況値や

予測値をわかりやすく情報提供する『水害リスクライン』を開発

○ 『水害リスクライン 』により、荒川（東京都など）、山国川（大分県など）及び川内川（鹿児島県など）において関係市

町村への水位情報提供を試行（7月下旬～） ⇒ 今後、全ての一級水系（109水系）に拡大予定

『水害リスクライン』により水位状況を見える化し、市町村へ提供（平成30年7月～）

水位計地点の「点」情報

連続した「線」情報として提供

『水害リスクライン』
河川水位を見える化し、わかりやすく、きめ細かい情報を提供

現況

１時間後の予測

水位計地点の水位情報を提供

２時間後の予測

『水害リスクライン』のポイント
○レーダ雨量計によって観測された面的な雨量観測データを予測計算に反映

○水位計で計測されたデータを最大限活用して、河川水位を上流から下流まで
連続した情報として見える化

○水位と堤防高の関係など区間毎の洪水危険度をわかりやすく表示
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危機管理型水位計の概要
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国管理河川における危機管理型水位計の配置箇所の考え方

これまでは各水位計が長い区間を受け持ち、観測所地点の水位から各地点の水位を推定していたが、
集落や氾濫ブロック単位で「氾濫の危険度がどの程度切迫しているのか」を直接的には把握できていなかった。
今回は、①「堤防高さや川幅などから、相対的に氾濫が発生しやすい箇所」

②「氾濫により行政施設・病院等の重要施設が浸水する可能性が高い場所」
③「支川合流部など、既設水位計だけでは実際の水位が捉えにくい箇所」などを対象として抽出し、

既設水位計の配置や現地状況等と踏まえて、危機管理型水位計の配置箇所を選定。
国管理河川においては、平成３０年度中に関東地整管内で435ヵ所設置済
※【氾濫ブロック】一連の浸水区域のうち、河川や山などの地形及び構造物等により区分されるひとまとまりの氾濫区域のこと。



「川の水位情報」の提供
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簡易型河川監視カメラ（概要）

平成31年度から順次現場へ実装し、ＨＰで公開予定。



国土交通省ハザードマップポータルサイト

わがまちハザードマップ
全国の市町村のハザードマップを閲覧すること
ができます。

重ねるハザードマップ
防災に役立つ様々な情報を１つの地図上で重ねて
閲覧できます。

東京都千代田区
洪水ハザードマップ

洪水浸水想定区域

道路冠水想定箇所

事前通行規制区間

写真

土砂災害危険箇所

国土交通省ハザードマップポータルサイトhttps://disaportal.gsi.go.jp/

○災害時の避難行動や事前の防災対策等に役立つ情報が閲覧できるポータルサイトを公開。

○防災に役立つ様々な情報を１つの地図上で重ねて閲覧できる「重ねるハザードマップ」、全国の市
町村のハザードマップを閲覧できる「わがまちハザードマップ」の２つで構成。

○「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取組として、不動産関連事業者へ水害リスクを説明する
中で、当サイトのバナーが関連する協会のHP上に掲載。（一般社団法人全国住宅産業協会）
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任意の
指定地点

選択した決壊地点から
の浸水範囲・浸水深の
時間変化アニメーション
の表示が可能。

任意の指定地点に浸水を
もたらすと想定される堤防
の決壊地点の検索が可能

選択した
決壊地点

○任意の指定地点において、浸水をもたらすと想定される堤防の決壊地点の検索が可能。また、当
該指定地点までの浸水到達時間、最大浸水深、浸水深の時間変化等を示すことが可能。

選択した決壊地点から任
意の指定地点までの浸水
到達時間、浸水深の時間
変化を表示可能。

地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ） http://suiboumap.gsi.go.jp/ 浸水ナビ

凡例

決壊地点

選択決壊地点

指定地点

浸
水
深
(m)

決壊開始からの時間（h）
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地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ）



＜浸水範囲や浸水深の時間変化アニメーションの表示＞

決壊10分後 決壊30分後

決壊90分後 決壊6時間後
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地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ）



学校関係者と協力し、防災教育に役立つような小中学生向け教材として作成

封筒をあけると・・・ 下記の教材がはいっています

マイ・タイムライン検討の道具一式（キット）に、
子供（キッド）にも検討してもらいたいという気持ちを込めて、
「逃げきるぞ！」と鬼怒川・小貝川地域の方言で呼びかけると・・・逃げキッド！

ＨＰ:http://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/shimodate00285.html
下館河川事務所のHPでダウンロードできます。
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小中学生向けマイ・タイムライン ～逃げキッド～
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「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画の改定（平成31年1月29日）


